
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
費
を
助
成

　
あ
な
た
の
住
宅
は
大
丈
夫
で
す

か
。
耐
震
改
修
工
事
を
し
て
倒
壊

か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
対
象

の
住
宅
に
該
当
す
る
場
合
、
市
が

工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事
や
申
請
の
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
の
住
宅　
①
～
④
の
全
て
の

要
件
を
満
た
す
も
の　
①
市
内
の

木
造
戸
建
て
住
宅　
②
昭
和
56
年

5
月
31
日
以
前
に
合
法
的
に
建
築

さ
れ
て
い
る
こ
と　
③
2
階
建
以

下
の
も
の　
④
耐
震
診
断
を
行
っ

た
結
果
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
も
の

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対

象
に
、
就
業
支
援
や
弁
護
士
相
談
、

離
婚
協
議
中
で
も
相
談
で
き
る
養

育
費
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

￥
相
談
、
講
習
会
と
も
無
料　

※
教
材
費
は
一
部
負
担
あ
り

受
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

9
時
～
午
後
5
時
、
毎
週
土
曜
日

と
第
1
・
第
3
日
曜
日
の
午
前
9

時
～
午
後
4
時

問
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９

３
１県

立
古
賀
特
別
支
援
学
校
「
学
校
見
学
、

教
育
相
談
」「
体
験
学
習
」
の
ご
案
内

①
学
校
見
学

日
小
・
中
学
部
は
火
曜
日
と
金

曜
日
、
高
等
部
は
火
曜
日
と
木
曜

日②
教
育
相
談

子
ど
も
の
言
語
面
や
学
習
面
、

行
動
面
や
情
緒
面
な
ど
に
つ
い
て

教
育
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
電
話
で
受
付
後
、
日
程
を
調

対
象
と
な
る
工
事　
耐
震
診
断
を

行
っ
た
結
果
に
基
づ
き
、
地
震
に

対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
目
的
と

し
て
行
う
工
事
の
う
ち
、
総
合
評

点
を
１
・
０
以
上
に
す
る
も
の
で
、

市
内
事
業
者
に
施
工
さ
せ
る
も
の

補
助
金
額　
耐
震
改
修
工
事
費
用

の
50
％　
※
一
戸
に
つ
き
60
万
円

を
上
限

受
工
事
着
工
前
に
、
申
請
と
市

の
承
認
が
必
要

期 
12
月
28
日
（
火
）
※
令
和
4

年
2
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
実
績

報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と

な
り
ま
す

問
市
都
市
管
理
課
☎
６
２
・
５

０
３
６

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

児
童
書
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

市
立
図
書
館
な
ど
で
不
用
に

な
っ
た
子
ど
も
向
け
の
本
を
、
1

人
5
冊
（
う
ち
絵
本
は
2
冊
）
ま

で
、
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

日
6
月
15
日
（
火
）
～
6
月
27

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
5
時　

場
市
立
図
書
館
1
階
ロ
ビ
ー

問
市
立
図
書
館
☎
４
２
・
８
０

０
０

整
し
て
実
施
し
ま
す

対
乳
幼
児
お
よ
び
児
童
生
徒
と

保
護
者
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小・

中
学
校
、
高
校
な
ど
の
関
係
機
関

の
職
員
な
ど　

①
・
②
共
通

受
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

問
小
・
中
学
部
☎
０
９
２
・
９

４
３
・
８
６
７
４
、
高
等
部
☎
０

９
２
・
９
４
２
・
７
１
７
５

③
体
験
学
習　
知
的
障
が
い
教
育

部
門
（
小
・
中
学
部
）

前
期
実
施
日　
小
・
中
学
部
共
通

8
月
18
日（
水
）～
8
月
20
日（
金
）

後
期
実
施
日　

小
学
部
11
月
4

日
（
木
）、
11
月
5
日
（
金
）、
11

月
8
日
（
月
）、
11
月
9
日
（
火
）、

中
学
部
10
月
28
日
（
木
）、
10
月

29
日
（
金
）、
11
月
1
日
（
月
）、

11
月
2
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分

～
正
午　
※
全
4
日
間
の
う
ち
1

日
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す

対
来
年
度
に
古
賀
特
別
支
援
学

校
就
学
を
検
討
し
て
い
る
人
。
小

学
部
の
前
期
は
新
小
学
１
年
生
が

対
象
、
小
学
部
の
後
期
は
中
途
学

年
が
対
象

期
前
期
6
月
30
日
（
水
）、
後
期

9
月
21
日
（
火
）　

※
体
験
の
前

に
必
ず
学
校
見
学
を
行
っ
て
く
だ

さ
い

ｕ
ｓ
ａ
ｏ
（
う
さ
お
）
展

　
元
小
学
校
教
員
ｕ
ｓ
ａ
ｏ
さ
ん

の
作
品
展
で
す
。
な
ん
で
も
な

い
日
常
が
幸
せ
だ
と
感
じ
る
漫

画
「
な
ん
で
も
な
い
絵
日
記
」
や
、

自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
言
葉
に

で
き
な
い
大
人
や
子
ど
も
た
ち
に

向
け
て
描
い
た「
ｕ
ｓ
ａ
ｏ
漫
画
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
著
書
は
会
場

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
6
月
25
日（
金
）～
7
月
4
日（
日
）　

※
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で

場
市
立
図
書
館
2
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
可
）

問
市
立
図
書
館
☎
４
２
・
８
０

０
０

子
ど
も
司
書
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　
読
書
の
楽
し
さ
を
広
め
る
た
め

に
活
動
す
る
「
ふ
く
つ
子
ど
も
司

書
」
を
養
成
し
ま
す
。

日
①
7
月
18
日
（
日
）、
②
7
月

25
日
（
日
）、
③
7
月
28
日
（
水
）、

④
7
月
30
日
（
金
）、
⑤
8
月
1

日
（
日
）、
⑥
8
月
11
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
15
分
～
午
後

0
時
30
分

場
市
立
図
書
館

対
市
内
在
住
の
読
書
が
好
き
な

小
学
4
～
6
年
生

定
先
着
15
人

内
本
を
使
っ
た
テ
ー
マ
研
究
、
Ｐポ

問
市
学
校
教
育
課
☎
６
２
・
５

０
９
０
、
在
園
・
在
学
の
担
任
・

管
理
職

博
多
座
公
演
を

半
額
で
観
劇
で
き
ま
す

公
演
名　
羽は
せ
ぼ
世
保
ス
イ
ン
グ
ボ
ー

イ
ズ

演
博
多
華
丸　
ほ
か

日
７
月
16
日
（
金
）
午
後
４
時
、

７
月
17
日
（
土
）
午
前
11
時
、
午

後
４
時
、
７
月
18
日
（
日
）
午

後
４
時
、
７
月
20
日
（
火
）
午

前
11
時
、
午
後
４
時
、
７
月
21

日
（
水
）
午
前
11
時
、
７
月
26

日
（
月
）
午
前
11
時
、
午
後
４
時
、

７
月
27
日
（
火
）
午
前
11
時

場
博
多
座
（
福
岡
市
博
多
区
）

定
各
回
50
人　

※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
、
６
月
15
日
（
火
）

ご
ろ
当
選
は
が
き
を
発
送

￥
６
千
円　

※
別
途
取
扱
手
数

料
と
振
替
手
数
料
が
必
要

受
は
が
き
に
代
表
者
の
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
公
演
日
時
（
１

通
に
つ
き
１
公
演
）、
人
数
（
２

人
ま
で
）
を
記
入
し
、
〒
８
１

０
－
８
７
９
９
日
本
郵
便
株
式

会
社
中
央
郵
便
局
「
市
民
半
額

会
」
宛
て
に
郵
送

Ｏッ
プＰ
制
作
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
体

験
な
ど

￥
無
料

演
市
立
図
書
館
職
員

認
定
条
件　
①
～
⑤
を
4
講
座
以

上
修
め
る
こ
と

期
6
月
10
日
（
木
）
～
6
月
30

日
（
水
）

受
市
立
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

た
は
電
話

問
市
立
図
書
館
☎
４
２
・
８
０

０
０

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

貸
出
期
間
の
変
更

　

市
立
図
書
館
と
カ
メ
リ
ア
ス

テ
ー
ジ
図
書
館
両
館
で
、
視
聴
覚

資
料
の
貸
出
期
間
が
以
下
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

予
約
取
り
置
き
期
間
は
従
来
ど
お

り
8
日
間
で
す
。

期 

15
日
間
（
貸
出
期
間
延
長
は

延
長
し
た
日
か
ら
15
日
間
）

問
市
立
図
書
館
☎
４
２
・
８
０

０
０
、
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
図
書

館
☎
７
２
・
１
２
０
７

「
５
０
０Kcal

料
理
教
室
～
健
康
な

歯
の
た
め
に
～
」
の
参
加
者
を
募
集

　
6
月
は
、
歯
の
衛
生
月
間
で
す
。

大
切
な
歯
の
健
康
を
守
り
、
い
つ

ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の

期
６
月
11
日
（
金
）
消
印
有
効

問
公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
興

ポ
イ
ン
ト
と
歯
を
丈
夫
に
す
る
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。

日
6
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
1
時
30
分

場
ふ
く
と
ぴ
あ

対
市
内
在
住
の
人

定
18
人　

※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

￥
材
料
費
と
し
て
５
０
０
円

持
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
ふ
き
ん
2
枚
、
筆
記
用
具

期
6
月
10
日
（
木
）

問
市
食
生
活
改
善
推
進
会
事
務

局
（
い
き
い
き
健
康
課
内
）
☎
３

４
・
３
３
５
１

「
庭
木
の
剪
定
と
管
理
」講
習

の
参
加
者
を
募
集

日
6
月
19
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午
、
午
後
1
時
30
分
～

午
後
4
時

場
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
（
宗
像
市
）

定
各
先
着
20
人

￥
無
料

受
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

期
6
月
18
日
（
金
）　

※
毎
週
月

曜
日
は
休
館

問
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務

所
☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９

３Ｆ
０
９
４
３
・
７
２
・
１
５
５
８

行
協
会
市
民
半
額
会
事
務
局
☎
０

９
２
・
７
５
１
・
８
２
５
８

ブロック塀等撤去費を補助しますブロック塀等撤去費を補助します
　市では、災害時にブロック塀などの倒壊による被害を防止するため、道路に面している
危険なブロック塀などの撤去を希望する人に、撤去費の一部を補助します。
　ブロック塀とは
　補強コンクリートブロック造、れんが造、石造、コンクリートブロック造などの塀
※フェンス、門扉、門柱などは除く

※対象にならない場合もありますので、必ず工事に着手する前に相談してください
対象となるブロック塀などの要件　道路に面している高さ１ｍ以上のブロック塀
対象となる工事（次の全てを満たすもの）
①補助対象となるブロック塀などの全てか一部撤去するもの
②補助対象となるブロック塀などの撤去を市内事業者に委託して行うもの
③市職員が行う診断カルテの診断で、40点未満のもの
④その他、災害時に安全上支障があると認められるもの
補助金額　工事費の1/2か限度額120,000円のいずれか低い額
受付期間　随時。ただし、予算の範囲内での補助となります

　市都市管理課☎62・5036問
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出
張
入
会
説
明
会
の

ご
案
内

　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
出
張
入
会
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日日
6
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時

～
正
午

場
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

問
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

４
３
・
６
５
４
１

「
障
子
・
網
戸
張
り
替
え
体
験
」

を
開
催

　
地
域
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
の
雇
用
就
業
機
会
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
体
験
会
を

実
施
し
ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
。

日日
7
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

定
15
人　

※
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選

内
障
子
と
網
戸
の
張
り
替
え
な

ど
の
実
技
を
行
い
ま
す

￥
無
料

期
7
月
6
日
（
火
）

問
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
☎
０
９
２
・
２
９
２
・
１

８
５
７

き
れ
い
な
「
ケ
シ
の
花
」
に

ご
用
心

ケ
シ
に
は
植
え
て
も
良
い
も
の

と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の

よ
う
な
ケ
シ
を
見
掛
け
た
人
は
宗

像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

か
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

植
え
て
は
い
け
な
い

ケ
シ
の
主
な
特
徴

①
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以
上
に
な

る　
②
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を

し
て
お
り
、
毛
が
な
い　
③
茎
を

抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て
い

る　
④
葉
が
大
き
く
長
楕だ

円え
ん
形
で
、

周
り
の
切
れ
込
み
が
浅
い　
※
主

に
花
び
ら
が
薄
紫
色
の
ア
ツ
ミ
ゲ

シ
が
自
生
し
て
い
ま
す

問
県
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
☎
３
６
・
２
０
４
５

宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

み
や
じ
歌
声
喫
茶

　
昭
和
歌
謡
や
童
謡
、
ポ
ッ
プ
ス

を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
。
参
加
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

日日
6
月
9
日
（
水
）、
6
月
23
日

（
水
）
午
後
2
時
～
午
後
4
時

定
先
着
50
人

日
曜
午
後
の
ジ
ャ
ズ
＆
ポ
ッ
プ
ス　

　

プ
ロ
の
演
奏
に
よ
る
ス
タ
ン

ダ
ー
ド・ジ
ャ
ズ
と
ア
メ
リ
カ
ン・

ポ
ッ
プ
ス
の
演
奏
会
で
す
。
7
月

は
夏
の
曲
特
集
で
す
。

演
ボ
ー
カ
リ
ス
ト　

サ
ラ
さ
ん
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト　
井
上
道
子

さ
ん

日日
7
月
11
日
（
日
）
午
後
3
時

～　
※
開
場
は
午
後
2
時
30
分
～

定
先
着
50
人　
※
要
予
約

￥
一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
５
０
０
円　
※
幼
児
無
料

問
宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
☎
５
２
・
５
９
０
１

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
に

係
る
制
度
の
拡
充

　
県
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
を
行

う
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
今
般
、
国
の
制
度
拡
充
に
伴
い
、

県
で
も
令
和
3
年
1
月
1
日
以
降

に
終
了
し
た
治
療
に
係
る
申
請
に

つ
い
て
、
制
度
の
拡
充
を
行
い
ま

し
た
。

　

拡
充
内
容
や
必
要
書
類
な
ど
の

詳
細
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

※
治
療
が
終
了
し

た
日
の
属
す
る
年
度
内
に
申
請
が

な
い
場
合
、
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

制
度
拡
充
の
概
要　
①
所
得
要
件

の
撤
廃　

②
事
実
婚
夫
婦
へ
の
対

象
拡
大　
③
助
成
上
限
額
の
増
額

④
助
成
上
限
回
数
を
一
子
ご
と
の

回
数
へ
変
更
（
妊
娠
十
二
週
以
降

の
死
産
を
含
む
）

問
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所　
健
康
増
進
係
☎
０
９
４

０
・
３
７
・
４
０
７
０

　「男女共同参画社会基本法」は、平成11年6月23日に公布・施行され
ました。このことを踏まえて、男女共同参画推進本部（内閣に設置）は、
毎年6月23日（水）から29日（火）までの１週間を「男女共同参画週間」と
して、さまざまな取り組みを通じ、男女共同参画社会基本法の目的や基
本理念について理解を深めることを目指しています。
　男性と女性が職場で、学校で、地域で、家庭でそれぞれの個性と能力を
発揮できる男女共同参画社会を実現するためには、国や地方公共団体だ
けでなく、市民の皆さん一人一人の取り組りみが必要です。男女のパート
ナーシップについて、この機会に考えてみませんか。

6月23日㈬から29日㈫は
男女共同参画週間です

男女共同参画推進室

　市男女共同参画推進室☎43･8116問

市役所電話帳 福津市の市外局番は 0940 です。担当部署が不明なときや、夜間や休日
などの閉庁時は 市役所代表電話☎42・1111 にお問い合わせください。

総務課

財政
調整課

契約
管財課
防災安全課
人権政策課
男女共同
参画推進室

まちづくり
推進室

監査事務局

議事課

情報化推進課

人事係
文書法制係
財政係
行革推進係
契約検査係
管財係

安心安全まちづくり係
人権啓発・市民相談係

男女共同参画係

政策秘書係
経営戦略係

広報・マーケティング係
郷づくり支援係
市民共働推進係

監査係

議事係
調査広報係
情報化推進係

市
民
部

総
務
部

議会
事務局
総務部

☎43・8144

☎43・8197

☎43・8196

☎43・8114

☎43・8135

☎43・8107
☎43・8129

☎43・8116

☎43・8113
☎43・8121
☎62・6160

☎62・5017

☎43・8152

市役所庁舎本館３階

市役所庁舎本館１階

市役所庁舎本館２階
職員の採用・配置・給与・服務管理
条例、情報公開、個人情報保護、統計、選挙管理委員会
予算編成・執行管理、市債、基金管理、実施計画
行財政改革
入札、契約、指名業者登録、指定管理
市有財産管理、市営住宅
防災、水防、消防団、交通安全・防犯の啓発、自衛官募集
同和対策、人権問題の啓発、無料法律相談

男女共同参画の啓発・推進

市長・副市長の秘書、式典、表彰、後援、施策立案
総合計画、行政評価、SDGs 推進、地方創生
広報、ホームページ、広聴、シティプロモーション
郷づくり、自治会、防犯灯、地縁団体の認可
市民共働、NPO、ボランティア
監査、決算審査、出納検査、公平委員会、
固定資産評価審査委員会

議会、委員会招集、議案、請願、陳情
議会関係者の接遇、式典、交際、議会広報
情報政策の推進、庁舎内の情報セキュリティ

令和3年4月1日現在

市
民
部

健
康
福
祉
部
（
福
祉
事
務
所
）

市民課
保険年金
医療課

税務課

収納課

福祉課

高齢者
サービス課

こども課

子育て世代
包括支援課

会計課

市民係
保険年金係
医療係
市民税係
資産税係
収税管理係
収納対策係
福祉総務係
生活支援係
生活相談係
障がい福祉係
高齢者福祉係
介護保険係

介護事業所指導係
子育て支援係
家庭児童相談係
保健指導係

子育て世代包括支援係
接種対策係
審査係

☎43・8103
☎43・8127
☎43・8128
☎43・8117
☎43・8118

☎43・8119

☎43・8188

☎43・8189
☎43・8298

☎43・8191

☎43・8124
☎39・3148

☎34・3352

☎34・3352
☎43・8143

住民異動、戸籍、印鑑登録、マイナンバー、諸証明、住居表示
国民健康保険、国民年金
後期高齢者・子ども・障がい者・ひとり親家庭医療
市民税、軽自動車税、市たばこ税、納税証明書
固定資産税
市税などの管理全般
市税などの収納、滞納処分
社会福祉法人、民生・児童委員、日本赤十字社
生活保護費などの支給、被保護者の相談
就労、将来の不安や悩み、生活の困りごと相談
障害者手帳、障がい者（児）福祉サービス、自立支援医療
介護予防、認知症施策、ささえ合い協議体、高齢者在宅福祉
介護保険料、介護認定、地域ケア会議、在宅医療
介護サービス事業所の指定、更新、実地指導
保育所、認定こども園、保育無償化
児童手当、特別児童扶養手当、ひとり親支援、相談
母子保健、乳幼児健診、育児相談、予防接種、食育
子育て支援に係る総合相談、産後ケア
新型コロナワクチン接種に関すること
指定金融機関、現金出納、基金運用

新型コロナワクチン
接種対策室
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調
理
師
試
験
を

実
施

　

調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
申
請
書
を
あ
ら
か
じ
め
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

日日
10
月
30
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
～
午
後
3
時
30
分

場
未
定　

※
決
ま
り
し
だ
い
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

期
5
月
10
日
（
月
）
～
6
月
4

日
（
金
）

申
請
書
配
布
場
所　
県
庁
、
県
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど

合
格
発
表　
12
月
17
日
（
金
）
午

前
10
時

問
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
☎

０
３・３
６
６
７・１
８
１
５
（
平

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）、
Ｆ

０
３・３
６
６
７・１
８
６
８

県
巡
回
交
通
事
故
相
談
の

開
催

　
相
談
で
き
る
内
容
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日日
7
月
9
日
（
金
）、
9
月
3
日

（
金
）、
11
月
5
日
（
金
）、
令
和

4
年
1
月
7
日
（
金
）、
令
和
4

年
3
月
4
日
（
金
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
受
付
は
午
後
3
時
ま
で

場
宗
像
市
役
所

問
宗
像
市
危
機
管
理
課
☎
３
６

・
５
０
５
０

太
極
拳
の
会
員
を

募
集

　

健
康
医
学
で
注
目
の
太
極
拳
、

マ
ス
ク
の
ま
ま
始
め
ま
し
ょ
う
。

見
学
・
体
験
も
大
歓
迎
で
す
。

日日
毎
月
第
1
、
第
2
、
第
3
火

曜
日
午
後
1
時
～
午
後
3
時

場
市
中
央
公
民
館

￥
月
額
2
千
円　
※
維
持
費
別
途

問
太
極
拳
福
津
会　

桑
田
さ
ん

☎
４
２・１
７
５
４

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　
長
期
入
院
、
施
設
入
所
者
を
除

く
、
後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や

重
症
化
の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し

た
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
も
対
象
で
す
。

　
令
和
3
年
4
月
末
現
在
で
被
保

険
者
の
人
に
は
、
４
月
下
旬
に
受

診
票
を
送
付
済
み
で
す
。
ま
た
、

5
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
人
に

は
、
誕
生
月
の
10
日
ご
ろ
に
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
誕
生
日

前
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
診
方
法　
か
か
り
つ
け
医
ま
た

は
前
回
健
康
診
査
を
受
け
た
医
療

機
関
な
ど
に
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
が
受
診
で
き
る
か
確
認
し
、

必
ず
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
先
が
分
か
ら
な
い
と

き
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

￥
５
０
０
円

持
受
診
票
、
被
保
険
者
証

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
２・６
５
１・３
１
１
１

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

P O S T  C A R D

８１１-３２９３ 
福津市役所
まちづくり推進室 行

2021. 2021. 66

フリガナ
氏名

住所　〒　　 -

電話番号

年齢

歳

ペンネーム

郵送する場合

　広報ふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見など、皆さんの声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とする他、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

地
域
振
興
部
うみがめ課

都市管理課

建設課

下水道課

環境づくり係
資源リサイクル係
清掃対策係
開発建築係
都市政策係
維持管理係
建設係

農林水産施設整備係
用地係
経営係
施設係

☎62・5019

☎62・5036

☎62・5037
☎62・5062
☎62・5063
☎62・5064
☎62・5068
☎62・5069

自然環境保護、希少動植物の保護、国定公園
ごみ、リサイクル推進、分別収集、不法投棄
公害防止、犬の登録、空き地管理、墓地、し尿
開発・建築指導、景観、定住化、空き家対策
都市計画、国土利用計画、屋外広告物、ふくつミニバス
道路・河川の維持管理、市営駐輪場
道路・河川・橋りょうの整備、公園の維持管理
ため池、林道、海岸保全、農地・漁港の整備
公共用地取得、境界立会、地籍調査
下水道事業財政計画、使用料、水洗化の普及
下水道施設（汚水・雨水・処理場）の計画・施工・管理運営

都
市
整
備
部

市役所庁舎別館１階

地
域
振
興
部

地域振興課

学校教育課

教育総務課

郷育推進課

文化財課

商工振興係
観光振興係
農林水産振興係
物産振興係
学務係
保健給食係
みらい教育係
教育指導係
総務企画係
教育施設係
郷育係

青少年活躍推進係
スポーツ文化振興係
国際交流係
文化財係
史跡整備係
世界遺産係

☎62・5014

☎62・5013

☎62・5090

☎62・5092

☎62・5078

☎62・5079

☎62・5093

☎62・5016

商工業の振興、企業センター
観光の振興、観光資源の発掘
農林水産業の振興、認定農業者
地域商社、ふるさと納税
通学区域、教職員の任免、就学援助、幼稚園
学校給食、児童・生徒等の健康管理
新たな学校づくりの企画・調整、ICT 教育の推進
学習指導、教職員の研修、不登校の児童・生徒の支援
教育委員会会議、教育総合計画など
学校施設の計画・設計・施工・監理
生涯学習・社会教育、まちづくり講座出前編
青少年の健全育成・地域参画、地域活動指導員
芸術文化・スポーツの振興
外国との交流事業の推進、関係団体との連絡調整
文化財の保護・活用・調査
国史跡の整備・保存・公開
世界遺産の保存・活用・調査・広報
農業台帳、農業者年金、農地転用

教
育
部
（
市
教
育
委
員
会
）

農業委員会事務局

市役所庁舎別館２階

市民部 市民課 市民総合サービス係 ☎52・1234
津屋崎行政センター

住民票・印鑑登録・戸籍・税証明の発行など

家庭児童相談
介護保険相談
教育相談

☎43・8218
☎43・8192
☎62・5091

市中央公民館
市立図書館
市立福間会館

☎43・2100
☎42・8000
☎42・0604

市立大和保育所
市立神興幼稚園

☎43・1033
☎42・2107

成人保健、特定健診、感染症、救急医療健康福祉部 いきいき健康課 健康づくり係 ☎34・3351
ふくとぴあ（健康福祉館）

学童保育、市児童センターフクスタ、子育て支
援センター、のびのび発達支援センター健康福祉部 こども課 こどもの国推進係 ☎43・8356

市児童センター

市社会福祉協議会への
香典返し

（敬称略、4月20日までの届け出分）

問い合わせ
市社会福祉協議会（ふくとぴあ）☎34・3341

故 人

今住　義憲

村上　喜代司

伊藤　心一

鏡山　春枝

八波　満男

吉田　寛子

喪 主

今住　絹代

村上　美津代

伊藤　節子

鏡山　鉄男

八波　幸子

井本　昌之
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市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
募
集

　
大
会
要
領
と
申
込
書
は
、
市
中

央
公
民
館
内
の
市
体
育
協
会
事
務

局
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日日
6
月
27
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～

場
福
間
小
学
校

受
フ
ァ
ク
ス

期
6
月
18
日
（
金
）
午
後
5
時

問
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

木

村
さ
ん
☎
Ｆ
3
９
・
3
０
２
4

期
6
月
2
日
（
水
）
午
前
9
時
～

③
パ
ソ
コ
ン
「
エ
ク
セ
ル

V
B
A
マ
ク
ロ
」
講
習

マ
ク
ロ
機
能
よ
り
も
複
雑
な
処

理
実
行
を
構
築
で
き
る
エ
ク
セ
ル

上
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル

を
習
得
す
る
講
習
で
す
。

日日
7
月
25
日
（
日
）
～
8
月
22

日
（
日
）、
全
4
回
、
午
前
9
時

30
分
～
午
後
4
時
30
分

場
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
（
福

岡
市
博
多
区
）

￥
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て
2

万
3
千
円

定
先
着
11
人

期
6
月
3
日
（
木
）
午
前
9
時
～

④
パ
ソ
コ
ン　
　
　
　
　
　
　

「
エ
ク
セ
ル
2
0
1
6
」
講
習

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人
を
対
象
に
し
た
講
習
で
す
。

日日
7
月
26
日
（
月
）
～
9
月
16

日
（
木
）、
全
15
回
、
午
後
7
時

～
午
後
9
時

場
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
（
福

岡
市
博
多
区
）

￥
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て
2

万
3
千
円

定
先
着
11
人

期
6
月
3
日
（
木
）
午
前
9
時
～

①
～
④
の
受
問　

福
岡
地
区
職

業
訓
練
協
会
☎
０
９
２・６
７
１・

６
８
３
１

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
の

職
業
訓
練
生
を
募
集

　
再
就
職
を
希
望
す
る
人
の
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
2
級
学
科
」短
期
集
中
講
習

日日
7
月
11
日
（
日
）
～
8
月
22

日
（
日
）、
全
6
回
、
午
前
10
時

～
午
後
4
時　

場
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
福

岡
市
東
区
）

￥
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て
3

万
円

定
先
着
14
人

期
6
月
2
日
（
水
）
午
前
9
時
～

②
パ
ソ
コ
ン　
　
　
　
　
　

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
」

　
初
心
者
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
や
、
ブ
ロ
グ
編
集
な
ど
に
活

用
で
き
る
技
術
が
身
に
つ
く
講
座

で
す
。

日日
7
月
12
日
（
月
）
～
7
月
20

日
（
火
）、
全
5
回
、
午
前
10
時

～
午
後
4
時　
※
最
終
日
は
午
後

3
時
ま
で

場
ア
ミ
カ
ス
（
福
岡
市
南
区
）

￥
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て
2

万
2
千
円

定
先
着
11
人

託
先
着
10
人

Public Relations6 みんなと市のいい関係
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もしもに備え日ごろから「避難」について考える
まちの話題
ずっと健口生活
SDGs／消費生活／福津防災／環境掲示板
7月は同和問題啓発強調月間です
新型コロナワクチン接種の予約について
なかよし通信／図書／人権
郷育かわら版
好いとお ! 福津／まちの観光イベント
情報広場
福津三十六景

　発熱等の症状がある場合、まずは、
かかりつけ医等の地域で身近な医療機
関に電話相談してください。
●相談した医療機関で診療・検査が可
能な場合→当該医療機関を受診
●相談した医療機関で診療・検査がで
きない場合や、かかりつけ医がなく、
相談する医療機関に迷った場合
→受診・相談センターに問い合わせ
て、案内された医療機関に電話相
談した上で受診

注意点
・受診前に必ず電話相談をし、来院時
間を決定してください。
・できる限り公共交通機関以外で受診
するようにしてください。
・来院時間を守り、マスクを着用して
受診してください。

※重症化しやすい高齢者、糖尿病、心不
全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾
患がある方や透析を受けている方、免疫
抑制剤や抗がん剤等を用いている方、妊
婦の方で、発熱や咳などの比較的軽い風
邪の症状がある場合は早めにご相談くだ
さい。
相談先　受診・相談センター（宗像・遠
賀保健福祉環境事務所）☎0940・36・
6098、ファクス0940・47・0031（夜
間休日の相談先は福岡県保健所夜間休
日緊急連絡番号☎092・471・0264）

新型コロナウイルス感染症に関する
相談・受診方法 ※5月17日現在

4月中のひとの動き 4 月末現在
出生49人 死亡58人 転入376人  転出199人

■人口(人)
        男性(人）
        女性(人)
■世帯数(世帯)

67,407
31,868
35,539
28,879

+168
+75
+93
+110

内　訳

+817
+417
+400
+602

前月比 前年比

　感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、63円
切手を貼って郵送するか、市役所､市立図書館、津屋
崎行政センター設置の意見箱に投函してください。
なお、市公式ホームページからも提出できます。

今月号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

紙面の感想やご意見、今後どのような特集があればよいか
などを自由にご記入ください。

Ｑ
4

今月号でよくなかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
3

今月号の特集はいかがでしたか。次の中から一つ選んで
○をつけ、感想をご記入ください。
１.よくなかった　　２.あまりよくなかった
３.普通　　４.よかった　　５.とてもよかった

Ｑ
１

2021.62021.6
特集特集

もしもに備え日ごろから
　「避難」について考える

　“社会を明るくする運動” とは、全ての国民が、犯罪や非行の防
止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それぞ
れの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明
るい地域社会を築こうとする法務省主唱の全国的な運動です。
　“社会を明るくする運動” では、犯罪や非行のない地域をつく
るために、一人一人が「自分に何ができるか」を考え「できるこ
とから始める」きっかけをつくることを目指しています。
　立ち直りを支える家庭や地域をつくるためには、一部の人たち
だけではなく、地域の全ての人たちがそれぞれの立場で関わって
いく必要があります。その地域の中で、住民からの犯罪や非行の
予防に関する相談に応じ、必要な助言・指導を行うなど、更生保
護行政の重要な役割を担っているのが、保護司です。
　市でも、保護司会や更生保護女性会による各種啓発活動を実施
したり、各小・中学校の児童生徒へ「社会を明るくする作文」の
作成を依頼したりしています。
　今後も、保護司の保護観察や犯罪予防活動などの更生保護に向
けた取り組みや活動について、市民の皆さんの、ご理解とご協力
をお願いします。

保護司とは？
　法務大臣から委嘱された、犯罪や非行をした人たちの立ち
直りを地域で支えるボランティアです。

  第71回　“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、
　立ち直りを支える地域のチカラ～

※写真は保護司と更生保護女性会の活動イメージです
 市人権政策課☎43・8129問 

社会を明るくする運動キャラクター

ホゴちゃん サラちゃん７月は

“社

会を
明るく

する運動” 強調月間・再犯防止啓発月間

です

　詳しくは、むなかた地域農業活性化機構のホーム
ページの募集要項をご確認ください。
助成対象要件
福津市か宗像市産の農産物を主材料としていること
新たに開発する商品であること (既存商品の改良で
も可)
同趣旨で他の助成事業の交付を受けていないこと、
および受ける予定がないこと
助成金額　20万円程度
　必要書類をむなかた地域農業
活性化機構に提出
　 6月18日 (金)
　（一財）むなかた地域農業活
性化機構☎36・7883

新しい特産品を開発してみませんか？
特産品開発経費の
一部を助成します

問 
期 

受 

▲むなかた地域
農業活性化機構
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